
■デュアルスクール制度を使ってお盆やお正月以外のお孫さんの里帰りを実現しませんか？
　ご興味がございましたら下記までお問い合わせ下さい。
　　株式会社あわえ内デュアルスクール事務局  ☎70-5831
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制作：美波ふるさと創造広報チーム

（写真左）テレビ局の取材を受ける株式会社Skeed。

（写真右）美波発の技術を紹介した「四
国の右下」若者創生協議会のブース
は、最先端の技術が集まる展示の中
でも一際注目されていました。

（写真左）観光、健康増進などへの活用も期待される受賞作品「リアクティブ型バーチャ
ルツアーシステム」。（写真中）株式会社イーツリーズ・ジャパン美波オフィスとして、
開発に関わった阿南高専専攻科生と船田代表。（写真右）授賞式の様子。

　2月15日、16日にアスティとくしま（徳島市）で開催された「とくしまICTバザールvol.4」。AI（人
口知能）やIoT（モノのインターネット）、ICT（情報通信）、VR（バーチャルリアリティ）、ドローンなど、
最新の技術が一堂に会し、毎回多くの注目を集めているイベントです。
　今回は「『四国の右下』若者創生協議会」の一員として、サテライトオフィス企業の株式会社Skeed、
株式会社イーツリーズ・ジャパンが参加。美波町避難訓練で実証実験を行った「止まらない通信網」や、
千羽海崖トレイルランで使用されている「みなみえる」など、美波町で開発を進める最新のIoT技術を
ブース展示しました。
　また、16日には徳島文理大学床桜英二教授と2社の明石昌也代表、船田悟史代表により、地域課
題解決についての「『四国の右下』IoTフォーラム」も開催されました。

とくしまICTバザールで美波町の実証実験を展示、紹介！

　県内の産業育成を目的に、多数の大手企業の協賛を得て実施されているデジタルコンテンツコンテ
スト「ICT（愛して）とくしま大賞」。第８回となる今回、美波町にサテライトオフィスを置く株式会社
イーツリーズ・ジャパンがとくしま産業振興機構賞を受賞。2月15日、「ICT（愛して）とくしまフォ
ーラム」での授賞式で表彰を受けました。
　受賞作品「リアクティブ型バーチャルツアーシステム」は、観光地の映像と健康器具を組み合わせた
もの。ペダルを漕げば加速度センサーによって、画面の映像・美波町の風景が進み、街歩き体験が簡
単にできてしまうというものです。
　インターンシップ制度を活用し、夏から開発に参加していた阿南高専の学生を含めた「美波オフィ
ス」として授賞式に臨んだ船田悟史代表。このような産学の連携、地元の若手技術者の育成を積極的
に進めていきたいと、今後の抱負を語ってくださいました。

美波発のシステムが「ICT（愛して）とくしま大賞」受賞作に！


